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2025年３月期決算に関する質疑応答集２ 

 

当社の 2025年３月期決算に関して、当社で想定しておりました質問および発表以降に株主・投資家などの

方々からいただいたお問い合わせ、感想、および当社からの回答をまとめましたので以下の通りお知らせいた

します。なお本開示は市場参加者のご理解を一層高めることを目的に、当社が自主的に実施するものです。皆

様のご理解を賜ることを目的として一部内容・表現の加筆修正を行っております。 

 

 

Ｑ１．当期リリースされた中核プロダクト LENSAhubの状況について、主な導入状況を含む現状と今後の戦略

について教えてください。  

 

Ａ１．2023年７月にリリースした当社の中核 CMSプロダクト「LENSAhub」は、新規・既存両顧客における Web

サイトのリプレイス案件を中心に、順調に導入が進んでおります。LENSAhubは完全 SaaS型・APIベー

スの設計で、拡張性と他社連携に優れており、導入企業数の増加がそのまま UI/UXの高度化につながる

構造となっています。他社製品との連携を通じたエコシステムの構築により、さらなる導入促進と機能

強化の好循環を生み出し、成長に弾みをつけてまいります。 

 

Ｑ２．フロー収益が第４Qで伸び、ストック収益も四半期ごとに着実に増加しています。今後、フローの伸び

に応じてストック収益の伸びも増大するかについて教えてください。 

  

Ａ２．当社のビジネスモデルでは、受託開発（フロー収益）のほとんどが、CMSや AIサービス（月額課金

型）への継続利用（ストック収益）へと移行する仕組みとなっております。したがって、フローの増加

が確実にストック拡大へとつながる構造です。さらに近年は、M&Aにより SNS運用等の周辺サービスも

取り込んでおり、初期開発に依存しないアップセル・クロスセル型のストック収益モデルも強化中です。 

 

Ｑ３．この数年来、M&Aをされてきましたが、そのシナジーの状況及び、各社の業績状況について教えてくだ

さい。また、グループ会社の今後の展開と M&Aの方針について教えてください。 

  

Ａ３．M&Aによりグループに加わった各社は、収益面では安定的に推移しております。現在は PMIを進め、相

互の顧客基盤を活用したサービス提案や人材のシェアリングなど、実務レベルでのシナジーを強化して

います。今後も、Webを軸とした情報発信プラットフォームの構築を目指し、とくに AI関連領域にお

いて戦略的な M&Aを積極的に検討してまいります。 

 

以 上 


